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・有機物／水混合物に用いる浸透気化分離／蒸気透過に用いる疎水性分離膜の開発
・高い透過流速と高い有機物選択性の膜を開発
・微量の有機物を含む廃水などから有機物の分離・回収が可能
・蒸留では分離が困難な共沸点混合物からの分離が可能
・熱によって劣化や分解などが起こる有機成分を回収可能

本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野

研研究究者者特特許許・・論論文文

技技術術のの概概要要

・廃水処理
・有機物のリサイクル

シリカの表面を疎水性を示すフェニル基で修飾することによって有機物を選択的に透過することが
できる膜およびその分離プロセスについて研究を行っている。現在、浸透気化分離を用いた既存の
疎水性分離膜の中ではトップクラスの透過流速と選択性を有している。比較的、酢酸エチルなどの
疎水性の高い溶媒については効果的に有機溶媒を分離できることを確認しており、エタノールなど
のアルコール類を分離可能な膜の開発を進めている。

図１ 透過流速、分離係数に及ぼす酢酸エチル濃度
の影響 溶液温度：40℃、透過側圧力：約40Pa

表1 各種有機物における浸透気化分離特性
溶液温度：40℃、透過側圧力：40kPa
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